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               審   査   の   要   旨 
著者は、多大な労力と時間を要しつつ、対象生物群に真摯に向き合い、自然界からオリジナルな材料を検出
して、粘り強く宿主との二員培養確立を実現した。また、培養下における分離培養（二員培養）株を用い、光
学顕微鏡観察による丁寧な形態観察を行い、過去に記載された分類群の記載文との丹念な照合作業を進めて信
頼性の高い種同定を実施している。さらに、分子系統解析や遊走子微細構造など、先進的な技術を駆使してそ
の系統的位置づけを解明し、藻類寄生性ツボカビについて旧分類体系と新分類体系とを緊密に連繋させなが
ら、ツボカビ類の分類学的整理を進めることに成功している。以上のような本論文の成果は、今後のツボカビ
類の分類学的研究に強く望まれる指針を示すとともに、これらの成果を必要とする水圏生態学、感染生理学、
種分化研究等にも大きな波及効果をもたらすことが期待できる。本論文の一部を含む英文公表論文２報は国際
的にも高く評価されており、本論文は、ツボカビ類の系統分類学の進展に大きく貢献するものであると認めら
れた。 
平成２９年１月３１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
  
 
